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１．第４回土砂流入小委員会の議事概要 

釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会 

第４回  土砂流入小委員会  議事概要 

日時：平成 14年 2月 18日（月）13：30～16：30
場所：釧路地方合同庁舎 5階 共用第１会議室

1.出席者 

土砂流入小委員会委員：内島委員、清水委員、中村委員

オブザーバー：竹内治水課長(釧路土現)、名塚環境政策課長(釧路市)
本間企画振興課長(弟子屈町)、日野浦産業課長(鶴居村)

旧川復元小委員会委員：神田委員、針生専門委員

 

2.発言概要と対応方針 

発 言 概 要 対 応 方 針

湿原流入部土砂調整地のシミュレーション

による土砂堆積量については、モニタリングに

より現地で確認する必要がある。

予定地での現況の堆砂量を調査する。（４章）

湿原流入部の土砂調整地や排水路合流部の

沈砂池などで滞水する場合は、水質が悪くなる

ことも考えられるので、その対策を検討する必

要がある。

本川および排水路合流部で水質を調査する。

その結果を踏まえ、水質の面でも弊害が生じな

いよう検討し、排水路合流部沈砂池については

設置地点の選定に反映する。（３章、５章）

河川沿い土砂調整地の土砂堆積効果と周辺

地域への影響等について検討すべきである。

土砂調整地整備後の河床変動および水位変

動を予測して評価する。

氾濫計算モデル等の精度を上げるためには、

実験地を作って基礎データを取る事が有効で

ある。

今後試験地を設定して基礎データを取得す

ることを計画する。

裸地対策は自然裸地よりも林道、作業路等の

人工裸地について対策を考えたほうがよい。

林道、作業路等については、土砂が流出しな

いような維持管理方法を検討していく。

土砂調整地のビオトープ機能を低減させな

いような検討が必要である。

現況を把握した上で、土砂調整地を設けるこ

とによる生態的機能の付加と以後の対処法に

ついて検討する。（４章、５章）

 

【関係者との調整について】 

河川環境保全・再生事業の具体的な施策の実施については、地元の地権者や関係機関等

との調整を行う必要がある。
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小委員会の全体について

釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会では、専門的な立場から助言を得るため

に、以下の小委員会を開催している。

小委員会名 目 的
委員・専門委員構成
（平成 14 年 8月現在） 開催時期

(1)調査技術小委員会 調査計画等につい

て、助言を得る。

[委員]
岡崎由夫(地質)
辻井達一(植物)
百瀬邦和(鳥類)
渡辺綱男(国立公園)

第 1回 H12. 1 月 31 日

第 2回 H12.10月 25日

第 3回 H13. 1 月 23 日

第 4回 H14．2月 27日

[委員]
高山末吉(両生類)
辻井達一(植物)
中村太士(森林環境保全)

(2)湿原再生小委員会 湿原再生 (雪裡樋門
の湛水実験等 )につ
いて自然環境の専門

的立場から助言を得

る。 [専門委員]
橋本正雄(鳥類)

第 1回 H12. 1 月 19 日

第 2回 H12.7月 10日

第 3回 H12.10月 17日

第 4回 H12.12月 21日

第 5回 H13.12月 17日

[委員]
内島邦秀(河川)
神田房行(植物)
清水康行(河川)

(3)旧川復元小委員会 旧川復元 (沼幌地区
等)について、河川工
学、自然環境の専門

的立場から助言を得

る。
[専門委員]
針生 勤(魚類)

第 1回 H12. 2 月 1 日

第 2回 H12.10月 19日

第 3回 H12.12月 19日

第４回 H14. 2 月 18 日

(4)土砂流入小委員会 流域の土砂管理、支

川からの流入土砂対

策等について助言を

得る。

[委員]
内島邦秀(河川)
清水康行(河川)
中村太士(森林環境保全)

第 1回 H11. 12月 21日

第 2回 H12.9月 14日

第 3回 H13. 1 月 23 日

第 4回 H14.2月 18日

第 5回 H14.9月 12日

(5)湿原利用小委員会 湿原の利用と保全・

管理のあり方につい

て助言を得る。

[委員]
岩渕鉄男(カヌー)
串崎英子(国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄｱﾒﾘｶ)
熊谷守晃(道路)
佐藤吉人(観光)
杉沢拓男(自然保護)
高山末吉(両生類)
橘 利器(つり)
夏堀勝治(観光)
西川栄明(アウトドア)
百瀬邦和(鳥類)
渡辺綱男(国立公園)
渡部清紀(自然教育)

準備会 H12.1月 27日

第 1回 H12. 6 月 9 日

第 2回 H12.10月 20日

第 3回 H13.1月 30日

第 4回 H13.6月 28日

第 5回 H13.12月 13日

第６回 H14.8月 20日
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２．土砂流入対策に関する具体的施策と関係機関の役割分担について 

 具体的施策と関係機関の役割分担、久著呂川における施策の概要および施策配置概要を次

の図２－１、表２－１および図２－２に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成 14年度（国、北海道が実施する一連の調査・検討計画）
 ①河道安定化対策等の検討に向けた計画高水流量、現況流下能力の概略検討
 ②湿原流入部の沈砂池的な利用に関する調査と計画の検討
 ③現地調査結果を基にした土砂調整地および沈砂池等の効果の検討
 ④土砂に関する基礎調査、観測等の継続的実施・促進
○平成 15年度以降の方針
 ・各施策について関係機関で施策を具体化し、実施する。
 ・北海道では自然再生事業が立ち上げ（事業要求中）。

○平成 13年度（施策と効果の概略検討）
 ・土砂調整地、沈砂池の効果予測手法の構築と効果の概略検討
 ・水辺林の現況概略把握、復元プランの基本計画立案、水辺林による効果の推測

 ・釧路川流域の裸地分布および裸地面積の割合の把握

【具体的施策と今後の事業主体】
１．水辺林、土砂調整地による土砂流入の防止
・水辺林・緩衝帯による土砂流入防止対策 ･･････････ 北海道
・土砂調整地による土砂流入防止対策 ･･････････････ 国、北海道
・河道の安定化対策 ･･････････････････････････････ 北海道

２．植林などによる保水、土砂流入防止機能の向上 ････（森林管理署：国有林対象）

流域負荷および施策の効果を推定する久著呂川解析モデルの暫定構築

久著呂川解析モデルを用いた釧路川および各支川での施策の展開

久著呂川流域をモデルとした対策の実施に向けた検討

【流域負荷と削減の考え方】
・流域負荷の発生量を可能な限り少なくする。
・粗粒土砂：約４割軽減する。
・細粒土砂：対策による効果を検証しながら具体的に対策を進める。
（・土砂に関連する事項：栄養塩を窒素を指標として概ね２割軽減する。）

※提言の背景、具体的施策の考え方とその根拠に
なった調査、検討については参考資料を参照。

達成するための具体的施策

 釧路湿原を 1980年（ラムサール
条約登録）当時の環境へ回復する。

 釧路湿原の2000年現在の状況を
維持、保全する。

【提言】
○長期的負荷軽減目標
流域および河川からの負荷を土地利

用が急速に展開した以前の水準に戻す。
○当面の負荷軽減目標
流域および河川からの負荷を概ね

1980年の水準に戻す。
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図２－１ 具体的施策と関係機関の役割分担



 

表２－１ 久著呂川における施策の概要 

施 策 の 概 要提

言
施策項目

目    的 想定対象物質

湿原流入部

土砂調整地

湿原流入部において洪水時に低平地へ河川水を流入さ

せ、流域負荷を一時的に貯留し、その量や質を調節する。

細粒土砂、

栄養塩

排水路合流部

沈砂池

農業用排水路が河川に合流する前に沈砂池をつくり、

流域負荷を一時的貯留して、その量や質を調節する。

細粒土砂、

栄養塩

河川沿いの

土砂調整地

河川沿いの未使用地等に土砂調整地をつくり、流域負

荷を一時貯留して、その量や質を調節する。さらに沈砂

地内に植生を繁茂させ、植生浄化による流域負荷軽減を

期待する。

粗粒土砂

河道の安定化

対策

河岸保護工および床固め工を設置して、河岸侵食や河

床低下を防止することにより、土砂の流出を防止する。

粗粒土砂、

細粒土砂

施

策

Ⅰ

水辺林

・緩衝帯

河川沿いに幅 20ｍ程度の連続した水辺林を作ること
により、流域負荷の河川への流入を軽減する。

細粒土砂、

栄養塩

施

策

Ⅱ

植林などによ

る土砂流入防

止対策

流域の裸地、無立木地、荒廃地および放置されている

作業用の道路などへの植林を行うことにより、流域の保

水能力と土砂流入防止機能の向上を図る。

粗粒土砂、

細粒土砂
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図２－２ 久著呂川施策配置概要図（縮尺：1/140,000）Ａ4横
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３．調査・検討計画 

３－１．久著呂川土砂流入対策の概要 

久著呂川における土砂流入対策の平成１３年度までの検討概要を表３－１に示す。

表３－１ 久著呂川土砂流入対策の平成１３年度までの検討概要

施 策 検 討 概 要 主な検討結果 計画段階での主な課題

湿原流入部
土砂調整地

平均年最大規模の出水時を想
定した 2 次元氾濫計算を行い、
土砂調整地の氾濫形態による沈
砂効果の比較を行い、効果的な
細粒土砂の捕捉について検討し
た。

・モデルハイドロでは、湿
原に流入する細粒土砂の
土砂調整地内での沈降捕
捉が期待できる結果とな
った。
・右岸の堤防地形の開削に
より、土砂調整地上流域
の氾濫頻度を軽減する効
果が認められた。

・久著呂川での流量、流砂量等
に関する観測データによる効
果検証の信頼性
・当該地の十分な現況把握が必
要
・現況と比較して整備パターン
ごとの影響の程度を予測し、
最適な事業計画を検討する必
要がある。

排水路合流
部の沈砂池

モデル的な沈砂池を設定し、
２次元氾濫計算による細粒土砂
捕捉量を推定し、適切と考えら
れる沈砂池の形状・規模につい
て検討した。

沈砂池の形状は、池内で
流れを迂回させる形状が最
も効果的であることが分か
った。

農業排水路での流量、流砂量
等に関する観測データの不足と
それによる効果検証の信頼性

河川沿いの
土砂調整地

土砂調整地の候補とした３箇
所を踏査し、段階的に整備を進
める方針のもとに具体的な施工
計画を検討した。

 候補３箇所のうち、最下
流部を試験地として、公有
地部分を土砂調整地とした
場合の効果量を試算した結
果、約３割削減との結果が
得られた。

久著呂川での流量、流砂量等
に関する観測データの蓄積

河道の安定
化対策

現地概査を実施し、河岸侵食、
河床低下箇所の現況を把握し
た。

現地踏査の結果、次のこ
とが分かった。
・著しく洗掘を起こしてい
る地層は溶結凝灰岩であ
った。
・洗掘は最大で３～４m で
あった。

・計画高水流量の決定と現況流
下能力の推定
・現況での河床変動量の把握

Ⅰ

水辺林
 ・緩衝帯

水辺林の現況を把握し、水辺
林・緩衝帯の復元プランを検討
するとともに、水辺林を整備す
ることによる細粒土砂の削減効
果を概略検討した。

・水辺林の現在の概況を把
握した。
・水辺林、緩衝帯の復元プ
ランを概略検討した。

地元や地域と連携を図り、既
存の地域整備計画等との協調を
図る必要がある。

Ⅱ 植 林

・空中写真、地形図を基にした
裸地の抽出 
・今後優先的に整備すべき裸地
の選定

・久著呂川流域の裸地分布
を把握した。

・植林の候補地となるような箇
所からの土砂流出量の定量的
な把握
・植生の質にも配慮した森林施
業計画の検討
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３－２．平成１３年度の検討概要 

（１）湿原流入部土砂調整地

目的
久著呂川下流の湿原流入部を土砂調整地として利用

し、湿原への負荷軽減を図る。

 

実測SSと流量の関係
（平成 13年 8月 23日出水）

0

500

1000

1500

2000

0 10 20 30 40
流量Q（m3/s）

実
測

SS
（m

g/
l）

検討概要
平成 13年 8月出水時の実測データ（右図）ならびに予定
地周辺の詳細な地盤標高データに基づき、平均年最大規模

（Ｑ≒55m3/s）の出水時を想定した 2次元氾濫計算を行い、
土砂調整地の沈砂効果を比較検討し、効果的な細粒土砂の捕

捉について検討した。

KP0.0 KP1.0KP2.0

検討施設の概要
地盤高との関係から、右岸の堤防

地形を呈す範囲のうち、KP0.7～0.9
区間を開削することにより、土砂調

整地に効果的に土砂を流入させ、細

粒土砂の捕捉を促進する。

＜付帯効果＞
開削により土砂調整地上流域において洪

水時のピーク水位が低減され、上流域の氾濫

頻度を軽減する効果が認められた。

水位変化の比較(KP1.8)

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27

水
位
(m
)

Case1
Case2
Case3
Case4
Case5
Case6

検討結果による効果
＜細粒土砂の捕捉効果＞
・モデルハイドロでは湿原に流入する細粒土砂

を土砂調整地内で沈降捕捉する効果を期待

できる結果となった。

・解析結果では、現状でも土砂調整地下流端の

旧川沿いに逆流氾濫が生じ、土砂が堆積して

いた。

・現状の解析では表現できていないが、湿原で

は植生による土砂の捕捉が期待できると予

測された。

課題
・当該地の現況を十分把握し（事前モニタリング）、調整地に過剰な負荷を与えないような整

備方法を検討する必要がある。

・現況と比較して整備パターンごとの影響の程度を予測し、整備中～後の影響を把握できるモ

ニタリング項目や方法を検討するとともに、最適な事業計画を検討する必要がある。

7
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沈砂池形状
 流れを迂回させる形状が最も効果的であ
ることが分かった。(上図最下段)

 

（２）排水路合流部の沈砂池 

目的
 農業用排水路が河川に合流する前に沈砂池を
設置し、細粒土砂や栄養塩を滞留・沈降させ、農
地から河川への直接流入を抑制し、湿原への流入
負荷の軽減・防止を図る。 

検討概要
モデル的な沈砂池を設定し、２次元氾濫計算によ

る細粒土砂捕捉量を推定し、適切と考えられる沈砂
池の形状・規模について検討した。

検討した施設の概要
 （以下の３種の沈砂池について検討した。右図）
・ 排水路に直接つながった形状の沈砂池
・ 排水路との間に分離壁を設けた沈砂池
・ 中央部に流れの迂回を促す堤を設けた沈砂池

堆砂効果
 流量、沈砂池流入負荷等の条件が同じ場合、
効果量(池内堆砂量)は沈砂池面積にほぼ正比例
することが分かった。

課題 
・農業排水路での流量、流砂量、栄養塩に関する実測データを取得して再度効果等に関す
る検討を行う必要がある。 
・現状の解析では表現できていないが、湿原では植生による吸着・流速減殺の効果が見込
まれることから、この点について検討する必要がある（湿原流入部土砂調整地と共通の
課題）。 

・定期的に沈砂池内の排泥および植物遺体の除去を行う必要がある。また、除去した植物遺体
を含む排泥を効率的にリサイクルするための方法を検討する必要がある。

農地からの土砂流

農業用排水

開放沈砂池

分離沈砂池

迂流壁沈砂
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（３）河川沿いの土砂調整地 

 

目的
河川沿いに土砂調整地をつくり湿原へ

流入する粗粒土砂を 4割削減する。

検討概要
土砂調整地の候補とした３箇所を踏査し、段階的に整備を進める方針のも

とに具体的な施工計画を検討した。

施工計画検討
・ 試験的に１箇所着手し、効果を検証しなが
ら次の計画を検討することとした。

・ 候補 3 箇所の内、最下流部を段階的に施工
することを想定し、そこを試験地として公

有地部分を土砂調整地とした場合の効果量

を試算した結果、約 3 割削減との結果が得
られた。

課題

久著呂川での流量、流砂量等に関する観測データを蓄積し、そのデータに基づい

た効果の再検討と最適な事業計画を立案する必要がある（湿原流入部土砂調整地と

共通の課題）。

試験地における課題等

・ 用地の確保、掘削土砂の処理

・ 堆積土砂の処理（調整地機能を維持するための管理）

・ モニタリングによる河床変化や周辺環境への影響の把握とモニタリング結果

の整備計画への反映

試験地の効果検証：約 3割削減

数値目標達成

先行施工

湿 原  久著呂川（KP0.0～KP13.0） 

河道貯留 河道貯留 600 河道貯留 100 2,100 2,700 2,800 1,400 
CaseＡ 
現況河道 

1,400 1,600 2,700 800 調整地 

600 

調整地 

200 

調整地 

1,100 

2,000 2,600 2,700 800 調整地 

1,200 

河道貯留 600 河道貯留 100 

Case２ 
牧草地拡幅案：Ⅱ案 
（約４割削減） 

凡 例：○○○ｍ3/年 

：流出土砂量 

：河道貯留土量 

：調整地貯留土量 

○○○ 

○○○

○○○

2,000 2,600 2,700 1,000 調整地 

1,000 

河道貯留 600 河道貯留 100 

CaseＢ 
先行施工案 
（約３割削減） 

Case１ 
3 箇所拡幅案：Ⅰ案 
（約４割削減） 

2,000 2,600 2,700 800 調整地 

1,200 

河道貯留 600 河道貯留 100 

Case３ 
旧河道利用案：Ⅲ案 
（約４割削減） 

植林対策 
2,800→2,700 

Ⅰ案 
3 箇所拡幅案

Ⅱ案 
牧草地拡幅案

Ⅲ案 
旧河道利用案 

写真はイメージ
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水辺林の現況

下流部(KP0～10) 改修済区間      中流部(KP10～15) 未改修区間

水辺林・緩衝帯復元プラン概略検討

  下流部(KP0～10) 改修済区間    中流部(KP10～15) 未改修区間(緩傾斜地)

（５）水辺林・緩衝帯 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的
 河川沿いの両岸に連続した水辺林をつくることによ
り、細粒土砂や栄養塩の河川への流入を軽減する。

検討概要
 水辺林の現況を把握し、水辺林・緩衝帯の復元プランを検討するとともに、水辺林を
整備することによる細粒土砂の削減効果を概略検討した。

細粒土砂の削減効果
 文献によると、幅 20mの水辺林・緩衝帯を流下することにより細粒土砂がろ過され
る。

課題
・地元や地域と連携を図り、既存の地域整備計画、地域デザイン等との協調を図りなが
ら復元プランを検討する必要がる。

・流域の現況等から、必要性の高い区間（優先的に整備する区間）を詳細に検討する必
要がある。
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（６）植林

検討概要
 平成 13 年度：・空中写真、地形図を基にした裸地の抽出 

・今後優先的に整備すべき裸地の選定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

裸地分布状況の確認（裸地総面積/流域面積＝0.2%) 

目的
 釧路湿原周辺の遊休地や流域の裸地や荒廃地などへ植林を行い、流域
の保水能力と土砂流入防止機能の向上を図る。 

課題
・裸地や荒廃地以外にも、無立木地や林床の荒れた林地などからも土砂
流入が考えられることから、植生の質にも配慮した植林実施計画の検
討を進める必要がある。

・植林計画段階で、候補地からの土砂流出量を定量的に把握し、植林に
よる土砂流入防止効果等について検討する必要がある。

凡 例 

流域界

①

③ ④
⑤

⑥

⑦

⑧

②

凡 例 
       ：流域界 

     ：裸地 

久著呂川流域に分布する裸地面積は流域面積に比べて小さいが、他支
川流域と総合して所定の整備効果が得られるように、裸地を 20％減少さ
せる植林を検討する。



提
言 施策項目 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度～ 特記事項

湿原流入部
土砂調整地

・土砂調整地の沈砂効
果の検討
（平均年最大規模の出
水時を想定した、二次
元不定流氾濫モデルを
用いた解析）

・地形測量による現況地
形の把握
・土砂調整地計画地の自
然環境調査
・現況における堆積土砂
量の把握
・現況を把握した上で
の、氾濫解析等による効
果の推定に基づく沈砂池
的利用方法の検討
・整備中～後のモニタリ
ング計画の立案

・利用方法の決定
・詳細検討

・対策着手

河道の安定化
対策

・現地概査による河岸
侵食、河床低下の現況
把握

・計画高水流量、現況流
下能力等の概略検討

・対策に向けた検討と
設計
・地元、関係機関等と
の調整

・詳細設計 ・対策着手
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排水路合流部
沈砂池

・細粒土砂捕捉効果が
高い沈砂池形状の検討

・排水路での出水時、平
水時の現地観測
・試験地の選定

河川沿いの
土砂調整地

・土砂調整地の段階的
整備を含めた粗粒土砂
捕捉効果の検討

・久著呂川での流量、流
砂量等に関する現地観測
によるデータの蓄積

水辺林・緩衝帯

・水辺林の現況把握
・水辺林および緩衝帯
の復元プランの検討
・水辺林整備による細
粒土砂の削減効果の概
略検討

・水辺林および周辺土地
利用等に関する現況整理

施
策
Ⅱ

植林などによる
土砂流入防止

対策

・空中写真、地形図か
らの裸地の抽出
・優先的に整備すべき
裸地の選出

・現況把握および関係機
関との協議等の実施

・関係機関との協議
・植林計画等の検討

・実施可能地から順次
対策着手

・久著呂川での流砂量
等に関する現地観測

・久著呂川での流量、流
砂量、水質等に関する現
地観測（出水時および平
水時）

３
－
３
．
調
査
・
検
討
の
年
次
計
画

　
現
時
点
に
お
け
る
調
査
検
討
の
概
略
年
次
計
画
（
案
）
を
表
３
－
２
に
示
す
。
検
討
過
程
に
お
い
て
は
、
随
時
問
題
点
や
課
題

事
項
を
抽
出
し
、
必
要
な
調
査
、
検
討
を
加
え
な
が
ら
対
策
の
具
体
化
を
進
め
る
。

・久著呂川流域および周辺での地下水位観測

表３－２　調査・検討の年次計画（案）

　継続的な施策の効果の
把握と提言に掲げられて
いる目標の評価を行い、
必要に応じて湿原を保全
するためのより適切な目
標の再設定、対策の再検
討等を行う。

　平成１４年度の調査結果を見て、必要に応じて左記の観測（全部もし
くは一部）およびその他必要な観測を継続して行う。（同下）

共通項目
・久著呂川での水位計・濁度計による水位および濁度観測
・久著呂川流域および周辺での既設雨量観測所での雨量観測

　整備前～中～後にわた
り、モニタリングを継続
的に行い、効果および影
響の把握と対策の見直し
や推進に供する。

・地元、関係機関との
調整
・対策に向けた検討と
施工箇所の選定

・施設計画、設計
・対策の優先性や現地
条件などを考慮の上、
対策を順次進める

施
策
Ⅰ



３－４．平成 14年度の調査・検討計画 
１）現段階における課題と平成 14年度の調査・検討項目 
 平成 13年度検討段階での主な課題と、それら課題を克服するための平成 14年度調査・
検討項目を表３－３に示す。

表３－３ 久著呂川土砂流入対策の課題と平成 14年度調査・検討項目

施 策 計画段階での主な課題 平成 14年度の調査・検討項目

湿原流入部
土砂調整地

・久著呂川での流量、流砂量等に関
する観測データによる効果検証の
信頼性
⇒①、②、③

・当該地の十分な現況把握が必要
⇒⑥、⑦

・現況と比較して整備パターンごと
の影響の程度を予測し、最適な事
業計画を検討する必要がある。

 ⇒⑥、⑦、⑧

排水路合流
部の沈砂池

農業排水路での流量、流砂量等に
関する観測データの不足とそれによ
る効果検証の信頼性
⇒①、②

河川沿いの
土砂調整地

久著呂川での流量、流砂量等に関
する観測データの蓄積
⇒①、②、③、④

河道の安定
化対策

・計画高水流量の決定と現況流下能
力の推定
⇒④

・現況での河床変動量の把握
⇒⑤

Ⅰ

水辺林
 ・緩衝帯

地元や地域と連携を図り、既存の
地域整備計画等との協調を図る必要
がある。

Ⅱ 植 林

・植林の候補地となるような箇所か
らの土砂流出量の定量的な把握
⇒③

・植生の質にも配慮した森林施業計
画の検討

【流域負荷に関する調査・検討】
①出水時および平水時に久著呂川および農
業排水路で流量、流砂量、栄養塩に関す
る現地調査を実施し、雨量－流量、流量
－流砂量等の関係を把握する。
②久著呂川および排水路に適合する浮遊砂
量式および掃流砂量式を決定するととも
に、栄養塩の流入形態等を把握する。
③久著呂川流域で土壌侵食実験を実施し、
降雨による流域からの土砂生産量の把握
に努める。
④久著呂川の計画高水流量、現況流下能力
を概略検討し、河道安定化対策等の検討
基礎資料を得る。
⑤河道の安定化対策検討箇所における過去
と現状の河川縦横断測量成果の比較によ
る侵食土砂量の把握

【沈砂池的利用に関する調査・検討】
⑥湿原流入部土砂調整地計画地で、地形の
詳細、概略の地質、地下水位分布・変動、
捕泥器による現況での土砂の堆積状況を
把握するための調査を実施する。 
⑦自然環境調査による動植物の生息・生育
種の現況把握および生息・生育環境を把
握する。
⑧今後は、上述の調査、検討結果を基に土
砂調整地計画地における二次元氾濫解析
を実施し、現況での流量規模に応じた氾
濫形態および土砂の堆積状況の把握に努
める。
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２）平成 14年度の調査・検討計画 
平成 14 年度の調査・検討の流れを図３－１に、平成 14 年度実施する現地調査の一覧を
表３－４に、現地観測地点位置図を図３－２に示す。

既存雨量、流量データおよび平
成14年度観測データによる検討

久著呂川での観測・検討
久著呂川に適合する浮遊砂

量、掃流砂量推定式の決定
将来の雨量および流量の予測

現在および将来の流入土砂量の予測

農業排水路での観測･検討
観測した農業排水路に適合

する浮遊砂量推定式の決定

土砂調整地、沈砂池の規模、形状等の検討

自然環境調査・検討

必要に応じた保全対策
等の検討

付加機能を考慮した対策の決定

YES

NO

平成 14年度

・モニタリングの継続
・施設の設計、施工
・効果、機能等の検証

平成 13年度以前の調査・検討

地形測量、
堆積土砂調査

(土壌流亡実験：降雨
量・強度と土壌侵食
量の関係把握)

＜効果の推定＞
原案は目標を達成するか？

平成 14年度
平成 15年度
以降

必要に応じた施設、運用の見直し、改善および施策の見直し

久著呂川、農業排水路
での栄養塩負荷観測結
果、上述の浮遊砂量推定
式を基に、栄養塩捕捉効
果についても検討する。

検討の継続（表３－２ 年次計画参照）

図３－１ 平成１４年度の調査・検討の流れ
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